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内 モ ン ゴ ル 自 治 区 の 砂 漠 地 域 に 生 育 す る 植 物 の
ア レ ロ パ シ ー 検 定 と 高 活 性 植 物 沙 棘 および 黄 花 蒿 の 作 用 物 質 の 同 定
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植物 の 二 次代 謝 物 質は 従 来 「老 廃 物 」も し く は「 貯 蔵 物質 」 と 考え ら れ て
きた が ， 近年 植 物 の生 存 戦 略と し て 重要 な 機 能を 持 つ こと が 明 らか と な って き
た。 こ の よう な 機 能は 生 存 競争 が 激 しい 沙 漠 地域 に 生 育す る 植 物に 顕 著 であ る
可能 性 が ある 。 本 研究 で は 内モ ン ゴ ル自 治 区 の沙 漠 地 域に 生 育 する 植 物 の効 率
的利 用 を 目的 と し てア レ ロ パシ ー 活 性の 検 索 と作 用 物 質の 同 定 を行 っ た 。  
内 モン ゴ ル 自治 区 の 砂漠 地 域 にお い て 優占 す る 植物 群 落 形成 の 現 状と 植 物群
落の 衰 退 現象 な ど 、現 地 の 砂漠 植 物 の利 用 現 場に お け る問 題 を 考察 し た 。  
内 モン ゴ ル 自治 区 の 砂漠 地 域 に生 育 す る 2 2 種 植物 の ア レロ パ シ ー活 性 を検
定し て 、 高活 性 植 物を 選 抜 した 。 葉 、枝 、 実 のア レ ロ パシ ー 活 性を 検 定 する サ
ン ド イ ッ チ 法 に よ る 検 定 の 結 果 、 グ ミ 科 の 潅 木 沙 棘 （ H i p p o p h a e  r h a m n o i d e s）
の実 が 最 も強 い 活 性を 示 し 籽蒿 ， 猪 毛菜 ， 黄 花蒿 ， 桔 梗， 沙 柳 ，沙 蓬 が これ に
次い て 強 い阻 害 活 性を 示 し た。  
植 物の 放 出 する 揮 発 性 物 質 の アレ ロ パ シー 活 性 を検 定 す るデ ィ ッ シュ パ ック
法に よ っ て検 定 し た 結 果 、 キク 科 ヨ モギ 属 の 黄花 蒿 （ A r t e m i s i a  a n n u a） が 最も
強い 阻 害 活性 を 示 した 。 臭 柏， 籽 蒿 ，油 蒿 ， 沙蓬 ， 冷 蒿 が こ れ に次 い で 強い 阻
害活 性 を 示し た 。  
サ ンド イ ッ チ法 の 結 果で は 、 最も 高 活 性を 示 し た沙 棘 の 実の 作 用 物質 を 同定
し た 。 沙 棘 の 水 抽 出 物 の レ タ ス に 対 す る 成 長 阻 害 実 験 （ E C 5 0） を 行 っ た 。 そ の
結果 、抽 出 物 の濃 度 の増 加 に 伴い 阻 害 率は 強 く なり 、EC 5 0＝ 13 0  mg /L で あ っ た。
この 結 果 は、 サ ン ドイ ッ チ 法の 成 長 阻害 結 果 と一 致 し てお り 、 沙棘 の 実 に含 ま
れる 作 用 物質 は 水 には 溶 け やす い 物 質で あ る こと が 判 明し た 。 抽出 物 の GC-M S
同定 の 結 果、アス パ ラギ ン（ As par ag ine）と サ ルコ シ ン（ S a rcos in e）が作 用 候
補物 質 と して 同 定 され た 。 サル コ シ ンと ア ス パラ ギ ン の乾 燥 果 実に 含 ま れる 濃
度は ， サ ルコ シ ン が 54 mg/ 100 g,ア ス パラ ギ ンが 50 mg/ 1 00g であ っ た 。サ ル コ
シン と ア スパ ラ ギ ンの 純 物 質の レ タ スに 対 す る成 長 阻 害は 、そ れ ぞれ EC 5 0＝ 10 0  
mg/L、 EC 5 0＝ 130  mg /L で あっ た 。 サル コシ ン が 沙棘 に 多 量に 存 在 し、 ア レ ロパ
シー 候 補 物質 で あ るこ と を 見出 し た のは 初 め てで あ る 。  
ディ ッ シ ュパ ッ ク 法で 最 も 活性 の 強 かっ た 黄 花蒿 の 揮 発性 物 質 を GC -MS によ
って 分 析 した 結 果 1,8 -シ ネ オー ル （ 1 ,8 -C in eol e） が 作 用候 補 物 質と し て 同定
され た 。 1 ,8-シ ネ オー ル は 既に ア レ ロケ ミ カ ルと し て の報 告 が あり 、 キ ク科 ヨ
モギ 属 や フト モ モ 科の ユ ー カリ な ど 多く の 植 物か ら 検 出さ れ て いる 。 黄 花蒿 の
場合 も 揮 発性 の ア レロ パ シ ー 物 質 の 本体 で あ ると 推 定 した 。  
サン ド イ ッチ 法 で 最も 強 い 阻害 活 性 を示 し た 沙棘 は 5～ 6 年 目 から 群 落 が
衰退 す る 現象 が 観 察さ れ て いる 。 沙 棘の 実 の 作用 物 質 が土 壌 に 蓄積 し て 、自 家
中毒 を 引 き起 こ す 可能 性 が 推定 さ れ た。  
ディ ッ シ ュパ ッ ク 法で 高 活 性を 示 し た黄 花 蒿 の結 果 か ら、 内 モ ンゴ ル 自 治
区の 砂 漠 地域 に お いて キ ク 科ヨ モ ギ 属植 物 群 落の 優 占 群落 と な る現 象 に はヨ モ
ギ属 植 物 の揮 発 性 物質 に よ る関 与 が 推定 さ れ た 。黄花 蒿 の作 用 候 補物 質 1 ,8 -シ
ネオ ー ル は周 囲 に 生育 す る 植物 の 発 芽や 成 長 に対 す る 阻害 活 性 を起 こ す 可能 性
があ り 、 黄花 蒿 の 群落 が 優 占群 落 と なっ た 可 能性 が 推 定さ れ た 。  
本 研究 の 結 果、 砂 漠 で優 占 す る 沙 棘 や 黄花 蒿 に は強 い ア レロ パ シ ー活 性 があ
るこ と が 明ら か と なり 、 そ の作 用 成 分が 同 定 され た 。 これ ら の 結果 か ら 、砂 漠
地域 に 生 育す る 植 物間 の 競 争に は 植 物の ア レ ロパ シ ー 作用 が 重 要な 役 割 を果 た
して い る 可能 性 が 示唆 さ れ た。  
